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【再現答案 ６９点】 

     

技術部門       総合技術監理部門 

専門とする事項     道路の計画、設計、評価 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●受験番号、選択科目、専門とする事項は必ず記入すること。 

（ １ ） 事 業 等 の 内 容 と こ れ ま で の C N の 取 組 状 況  

① 名 称 、 目 的 、 創 出 し て い る 成 果 物  

組 織 名 称 ： Ａ 市 建 設 部  

目 的 ： Ａ 市 に お け る 道 路 、 公 園 等 の 公 共 イ ン フ ラ の 建

設 と 維 持 管 理 を 進 め 、 市 民 の 安 全 ・ 快 適 な 生 活 基 盤 を

提 供 す る も の で あ る 。  

成 果 物 ： Ａ 市 は 、 〇 年 〇 月 に ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 宣 言

を 行 っ て い る 。 こ の 実 現 に 向 け て 様 々 な 政 策 を 進 め て

い る と こ ろ で あ る 。 そ の 中 で 、 道 路 か ら の 温 室 効 果 ガ

ス （ 以 下 ｢ G H G ｣ と い う ） の 排 出 抑 制 、 公 園 で の C O 2 吸

収 源 の 確 保 を 主 要 施 策 の ひ と つ と し て い る 。  

② 現 在 既 に 実 施 し て い る G H G の 抑 制 施 策  

 G H G の 抑 制 施 策 は 、 樹 木 等 に よ る 緑 化 の 推 進 で あ る 。  

本 市 で は 、 従 前 よ り 緑 豊 か な 都 市 を 目 指 し た ま ち づ く

り を 進 め て い る 。 具 体 的 に は 、 街 路 樹 の 設 置 、 公 園 面

積 の 確 保 で あ る 。 こ れ に よ り 、 高 木 や 低 木 を 備 え た 潤

い と 安 ら ぎ の あ る 空 間 の 確 保 を 行 っ て い る 。 こ の 樹 木

に よ り 、 C O 2 吸 収 量 の 増 加 の ほ か 、 都 市 景 観 の 向 上 、

利 用 満 足 度 の 向 上 を 図 っ て い る 。  

 し か し 、 昭 和 4 0 ～ 5 0 年 代 に 植 え た 樹 木 が 巨 木 化 し

た こ と に よ り 、 民 地 へ の 張 り 出 し 、 根 上 が り に よ る 歩

行 者 や 自 転 車 の 通 行 へ の 悪 影 響 、 台 風 等 に よ る 転 倒 が

発 生 し て い る 。 こ の た め 、 植 替 え や 集 約 化 を 進 め る た

め 、 市 民 へ の 情 報 提 供 を 行 い 、 理 解 と 協 力 を 得 る こ と

と し て い る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ２ ） 近 い 将 来 に 導 入 が 可 能 で 効 果 が 高 い 施 策  

① － １  施 策 の 内 容 、 抑 制 に 繋 が る 理 由 ・ 根 拠  

 施 策 １ は 道 路 の 渋 滞 対 策 で あ り 、 幹 線 道 路 の 整 備 、

Ｔ Ｄ Ｍ （ 交 通 需 要 マ ネ ジ メ ン ト ） 、 立 体 交 差 事 業 が あ

げ ら れ る 。 自 動 車 は 化 石 燃 料 を 動 力 源 と し て い る が 、

低 速 で は G H G 発 生 量 が 増 大 と な り 、 こ の 対 策 を 進 め る

こ と で 一 定 速 度 で の 走 行 が 図 ら れ る 。  

② － １  期 待 で き る 効 果 と 理 由  

 幹 線 道 路 の 整 備 に よ り 、 渋 滞 の 緩 和 に よ る G H G 発 生

量 の 低 減 の ほ か 、 道 路 利 用 者 の 快 適 性 や 安 全 な 道 路 空

間 の 確 保 が 期 待 で き る 。 さ ら に 安 定 し た 公 共 交 通 や 物

流 機 能 の 提 供 、 定 時 制 の 確 保 が 実 現 で き る 。  

Ｔ Ｄ Ｍ 政 策 に よ り 、 時 差 出 勤 や 交 通 の 平 準 化 が 図 ら

れ 、 円 滑 な 通 行 確 保 の ほ か 、 出 退 勤 に お け る 負 担 軽 減

と な り 働 き 方 改 革 の 促 進 に 繋 が る 。  

③ － １  施 策 を 進 め る う え で の 課 題  

 道 路 整 備 は 、 予 算 、 品 質 、 工 期 の バ ラ ン ス を 保 ち な

が ら 市 施 策 に 合 わ せ て 進 め る こ と が 求 め ら れ る 。 常 に

P D C A サ イ ク ル を 回 し な が ら 継 続 的 に 整 備 計 画 の 見 直

し を 行 っ て い く 必 要 が あ る 。 （ 経 済 性 管 理 ）  

 Ｔ Ｄ Ｍ の 実 施 に 際 し て は 、 広 く 市 民 や 企 業 に 対 す る

情 報 提 供 を 行 い 、 公 共 交 通 や 自 転 車 へ の 転 換 、 通 勤 時

間 帯 の 集 中 緩 和 な ど へ の 理 解 と 協 力 を 求 め る こ と が 必

要 で あ る 。 （ 情 報 管 理 ）  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

① － ２  施 策 の 内 容 、 抑 制 に 繋 が る 理 由 ・ 根 拠  

 施 策 ２ は E V カ ー 支 援 で あ る 。 2 0 5 0 年 C N 達 成 に 向

け て 、 現 在 2 0 3 5 年 新 車 販 売 の 1 0 0 % を E V カ ー と す る

こ と が 目 標 と さ れ て い る 。 こ の 自 動 車 の 普 及 の た め に

は 社 会 基 盤 整 備 が 必 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 充 電 施 設

整 備 、 情 報 提 供 を 進 め る こ と で あ る 。  

② － ２  期 待 で き る 効 果 と 理 由  

 E V カ ー が 普 及 す る こ と で 、 化 石 燃 料 の 使 用 が 抑 制

さ れ 、 C N 達 成 に 繋 が る 。 さ ら に 世 界 各 国 で E V カ ー へ

の 転 換 が 進 ん で い る 。 こ の 充 電 施 設 や そ の 情 報 を 充 実

さ せ る こ と に よ り 、 物 流 の 確 保 、 市 民 の 日 常 の 足 の 確

保 、 利 便 性 向 上 、 市 民 満 足 度 の 向 上 に 繋 が る 。  

③ － ２  施 策 を 進 め る う え で の 課 題  

 充 電 施 設 の 整 備 に は 一 定 の 面 積 が 必 要 で あ る 。 設 置

場 所 に 人 が 集 ま る こ と に よ り 、 騒 音 や ご み 発 生 な ど 生

活 環 境 負 荷 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 周 辺

住 民 へ の 事 業 説 明 、 理 解 と 協 力 、 利 用 の ル ー ル 化 が 必

要 で あ る 。 （ 社 会 環 境 管 理 ）  

 充 電 す る 際 に 高 出 力 の 設 備 設 置 を 行 う こ と で 効 率 的

に 進 め る こ と が で き る が 、 間 違 い や 慣 れ な い 操 作 に よ

り 安 全 が 脅 か さ れ る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 操 作 手

順 の 掲 示 、 案 内 人 の 配 置 、 フ ー ル プ ル ー フ や フ ェ ー ル

セ ー フ な ど シ ス テ ム 安 全 の 確 保 の 仕 組 み づ く り が 必 要

で あ る 。 （ 安 全 管 理 ）  

 注 ） シ ス テ ム 安 全 は シ ス テ ム 高 信 頼 化 の 間 違 い で し た  
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●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

（ ３ ） 2 0 5 0 年 C N 実 現 に 向 け て 重 要 と 考 え る 施 策  

① － １  取 り 上 げ る 施 策  

 施 策 １ は 洋 上 風 力 発 電 で あ る 。 日 本 の 国 土 特 性 に 合

っ た 洋 上 風 力 発 電 は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 確 保 に 欠

か せ な い 。 〇 〇 県 で は 、 強 い 西 風 を 活 用 可 能 な 条 件 で

あ り 促 進 地 域 に 指 定 さ れ て い る 。  

② － １  C N に 向 け た 有 効 性 と 実 現 性  

 現 在 、 洋 上 風 力 発 電 は 着 床 式 で の 設 置 が 進 め ら れ て

い る 。 さ ら に 沖 合 で の 施 設 設 置 の た め 、 浮 体 式 洋 上 風

力 発 電 の 技 術 開 発 が 進 め ら れ て お り 、 今 後 の 風 力 の 活

用 が 有 望 視 さ れ て い る 。  

③ － １  最 も 重 大 な 障 害 と 克 服 策  

 最 も 重 大 な 影 響 は 、 風 力 発 電 施 設 の 設 置 が 増 加 す る

こ と に よ り 、 周 辺 環 境 負 荷 の 増 大 が 発 生 す る こ と で あ

る 。 具 体 的 に は 、 低 周 波 の 発 生 、 海 洋 生 物 の 離 散 、 プ

ロ ペ ラ 等 へ の バ ー ド ス ト ラ イ ク な ど の 可 能 性 が あ る 。

こ の 相 反 解 消 の た め 、 環 境 ア セ ス メ ン ト 手 続 き で 、 説

明 会 に お い て 資 料 を 準 備 し て 住 民 等 へ 十 分 な 情 報 提 供

を 行 う こ と で あ る 。 ま た 、 住 民 や 行 政 担 当 者 も 事 業 内

容 や 技 術 に つ い て 十 分 学 習 を 行 う 必 要 が あ る 。  

（ 経 済 性 管 理 と 社 会 環 境 管 理 の ト レ ー ド オ フ ）  
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●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

① － ２  取 り 上 げ る 施 策  

 施 策 ２ は 建 設 現 場 に お け る 施 工 機 械 の 電 動 化 で あ る 。

現 在 、 国 土 交 通 省 で は 電 動 機 械 の 登 録 制 度 に よ り 利 用

促 進 が 図 ら れ て い る 。  

② － ２  C N に 向 け た 有 効 性 と 実 現 性  

 建 設 機 械 は 自 動 車 と 同 様 に 、 化 石 燃 料 を 動 力 源 と し

て お り 、 電 動 化 に よ り G H G 削 減 が 見 込 ま れ る 。 ま た 、

建 設 現 場 で は 建 設 機 械 の 自 動 化 ・ 自 律 化 が 図 ら れ 、 秋

田 県 の 成 瀬 ダ ム で は 大 規 模 な 実 用 化 が 進 ん で い る 。 こ

の よ う な 建 設 機 械 の 研 究 開 発 を 進 め る こ と で 、 世 界 各

国 を リ ー ド す る 技 術 と す る こ と が 可 能 で あ る 。  

③ － ２  最 も 重 大 な 障 害 と 克 服 策  

 電 動 機 械 の 台 数 は 増 え て い く が 、 資 本 力 の 乏 し い 中

小 建 設 会 社 で は 機 械 を 購 入 ・ 導 入 す る こ と が 困 難 で あ

る 。 こ の た め 、 リ ー ス 品 で の 使 用 が 想 定 さ れ る こ と か

ら 、 リ ー ス 会 社 等 か ら 建 設 会 社 へ の 、 使 用 で き る 機 械

情 報 の 提 供 が 必 要 で あ る 。 （ 情 報 管 理 ）  

 多 機 能 の 機 械 を 建 設 現 場 で 効 率 的 に 使 用 す る た め に

は 、 オ ペ レ ー タ や 作 業 員 へ の 教 育 を 行 う こ と が 必 要 で

あ る 。 （ 人 的 資 源 管 理 ）  

 ま た 、 機 械 の 特 性 に 応 じ た 現 場 内 の 安 全 措 置 の 繰 り

返 し 検 証 を 進 め 、 作 業 者 が 慣 れ な い 機 械 の 使 用 に お け

る 危 険 性 の 低 減 を 図 る な ど 、 現 場 内 の 安 全 管 理 を 進 め

る こ と が 必 要 で あ る 。 （ 安 全 管 理 ）  

 注 ) 「 最 も 重 大 な 障 害 」 を 明 示 し て い ま せ ん で し た 。  


